
令和元年度自己評価シート（年度末評価まとめ） 

校番 202 学校名 広島叡智学園中学校 校長氏名 林 史 全・定・通  

 
１ 評価結果の分析 
 (1) 成 果 
（教務部） 

・「総合的な学習の時間」である「未来創造科」の授業担当者を中心とし，多くの教職員が協力して，地域の方々へのインタビュー

（Well-beingプログラム）やインターンシップ（environmentプログラム）などに取り組み，それらの学習成果の発表（提案）で目標

値を上回る実績値を出すことができた。開かれた学校として，地域の方々や外部機関等との連携を積極的に行ってきた成果である。ま

た，「バイリンガル発信」については，中間報告の時点で，今後の改善方策として「多様な発信方法を検討していく中で指導を行って

いく」としたが，その具体化の試みの一つとして，海外の学校とバイリンガルによるディスカッションを行った。実際に提案を行うに

あたり，難しかった点も多々あったが，なんとか提案を行うことができた。 

・「生徒の自主的・主体的な学習」に関する項目では，IBの示す「10の学習者像」に対する自己意識（５段階評価）の平均値を評価指標

としてアンケートを実施したところ，10 項目中８項目で目標値を上回る結果であった。特に「知識のある人」について，中間報告の

時点で平均値3.40であったものが，今回は4.23と大きく伸長した。日ごろの学習活動を通して生徒自身が知識を増やしていると実感

できている証左であると考えられる。また、本校の教育活動において特に重視している「振り返り」にかかわる学習者像「振り返りの

できる人」についても，今回4.08 と高い平均値となっており，学習活動だけでなく日常的に様々な場面で行ってきた「振り返り」が

生徒の中に定着してきていると考えられる。 

・「地域連携」に関する項目では，地域の事業所へのインターンシップ先として９事業所を訪れて（１事業所あたり４～５人の生徒が訪

問），体験活動を行った。また，学習成果発表会は保護者38名に加え，地域の方 5々0名を招いての発表会となり，保護者や地域の方々

からの直接のフィードバックをいただく貴重な機会とすることができた。学習内容やプロジェクトの内容に応じて地域と連携したり，

グローバルな視点を意識した学習活動を展開することができた。また，SDGｓに関する取組では，生徒自身が「SDGｓ 17の目標」のそ

れぞれを校内に掲示し，生徒や教職員の意識喚起を図るなど，グローバル課題への認識の萌芽が見られる。 

（進路指導部） 

・２月に実施したケンブリッジ英検においては，リスニングやスピーキングの側面で高いレベルを維持する結果となった。 

（生徒支援部） 

・寮生活に関する生徒アンケート調査の項目のうち，「寮則を守り，自分で規律ある生活を送っている」においては，肯定的評価の割合

が 67％であった。また，Hyper‐QU テストの項目の「みんなで決めたことには従っている」においては，肯定的評価の割合が 74.4％

であった。 

（学年） 

・質問項目の肯定的回答の生徒の割合は76.8%と目標値には少し届かなかったが，前回よりも向上し，目標値に近づいてきている。学級

内で班を中心に活動したり，学級旗の製作をしたりする中で，共感的人間関係が少しずつ醸成されていると考えている。 
・学習者像の一つである「思いやりのある人」の意識を高めたいという視点から，学年朝会における学年班長会の発信をきっかけに，お

互いの良い点を見つけながら，意識を高めることができたと考えている。また，公平・公正な仲間づくりを目指して，「思いやりのあ

る人」という観点から学年班長会でアクティビティを考え，実行し，世界で起きている問題と生徒自身との実態とを結びつけながら考

えることもできた。一方，実生活の様々な場面においては，まだ人とのかかわり方を考え直す必要がある場面もみられる。引き続き取

組が必要である。 
 
 
 (2) 課 題 
（教務部） 

・「生徒の自主的・主体的な学習」に関する項目では，IBの示す「10の学習者像」に対する自己意識（５段階評価）の平均値を評価指標

としてアンケートを実施したところ，目標値に到達しなかった２項目については，「バランスの取れた人（前回3.48→今回3.39）」，「信

念のある人（前回3.30→今回3.48）」である。この２つは一見すると相反するような側面もあるととられがちであり，その具体像をイ

メージしにくかったのではないか。そのため，それらを体現しているという実感が持ちにくかったのではないかと考えられる。 

・「概念理解を深める学習活動」に関しては，中間報告の時点で，肯定的評価の回答率の目標値80％に対して81％の割合となっていたが，

今回は 77.5％と、前回よりもやや数値が低下する結果となった。概念理解につながる本質的な問いの精度を上げていくなど，教員研

修を通して，さらに研究を進めていきたい。 

 

（進路指導部） 

・進路ワークショップへの生徒の関心・意欲は前期に引き続き高いものが見られる。一方で，自己の進路開拓に向けての調査・研究に対

様式５ 



する意欲の低い生徒の固定化が課題として挙げられる。 
・目標学習時間については個々の生徒が設定しているが，多くの生徒が目標学習時間に到達できていない。最終的には，必要な学習の質

と量などを自分でマネジメントする力が必要である。今のところは，課題は学校が提示しており，生徒は1週間単位で最低限の課題と

それ以外に必要な学習を計画的に計画・実行する力が求められている。探究的な課題に関しては， チューターが個々の生徒に対する

学習計画の支援を行っているが，計画的に学習を進められる生徒は約３分の１である。個々の生徒がどの部分に課題があり，それをど

のように克服していくかについて，把握し，改善につなげていく。 

・ケンブリッジ英検においては，リーディングとライティングにおいては，A1（中学校卒業レベル）に達している生徒の割合が67%とな

り，それら２技能の育成を強化していく必要がある。 

（生徒支援部） 

・生徒の学校生活におけるルール遵守の意識は高まりつつあると考えられるが，毎日の生活の場である寮における意識についてはさらに

高めていく必要がある。 

・広島県教育委員会が実施する「学校給食における地場産物等の使用状況調査」の第１回調査（令和元年６月10日～14日第３週実施）

における本校の状況は，国産の食材使用率は55.9％，そのうち，地場産物の使用率は11.8％であった。また，第２回調査（令和元年

11月11日～15日第３週実施）における本校の状況は，国産の食材使用率49.5％，そのうち，地場産物の使用率は10.8％であった。 

※地場産物とは，広島県内で収穫された産物，国産食材とは，日本国内で収穫された産物を指す。 
（学年） 

・生徒の実生活の様々な場面において，人とのかかわり方を考え直す必要がある場面もみられる。引き続き取組が必要である。 

・学校も寮も同一の人間関係の中で，誰もが居心地のよい空間をどのように生み出すことができるかについて，生徒が当事者意識をもっ

て取り組めるように，引き続き，よりよい人間関係構築のスキルを学べるカリキュラムの構築を行っていく。 
（管理職） 

・一月当たりの時間外勤務時間が40時間以下の教職員の割合については，本務者32名（大学院への派遣者，中学校への研修者，他校と

の兼務職員の３名を除く）の中で，９月11名（約34％），10月９名（約28％），11月14名（約44％），12月14名（約44％），１月

15名（約47％），２月14名（約44％），３月17名（約53％）であった（今回の評価においては，中間評価以降の９月からの実績値を

提示している。）。また，毎週水曜日を定時退校日と設定して，働き方を意識した仕事との向き合い方や定時に帰宅を促す声掛け等の取

組を継続的に行い，時間外勤務の縮減に取り組んできたが，いずれの月においても目標として掲げた60％を大きく下回った。 

・本務者32名のうち，年間の年休取得日数が10日以上の教職員は13名に留まっている。割合は約41％であり，目標値には及んでいな

い。仕事と家庭の両立に係る意識の醸成について，必要な働きかけや行動の具体を進めていくことが必要である。 

・１月から２月にかけて実施した教職員対象の令和元年度業務改善アンケートの結果からは，生徒と向き合う時間が十分確保できている

と回答した教職員の割合は，中学校が75.0％，高等学校が66.7％であり，目標値を下回った。教職員自身の働き方の見直しを通して，

日々の教育活動における生徒と関わる時間の増加に努める。 

 
 
２ 今後の改善方策 
（教務部） 

・次年度，２学年にとって，「環境」及び「社会正義」という観点では先行事例がない取組となるため，引き続き各方面と密に連携を取

りながら学習活動を支援していく。また，新1年生については，今年度の取組を継承しつつ，早期の段階から「バイリンガル発信」を

意識づけることができるような取組を仕組んでいきたい。また課題設定の精度を上げ，より地域社会にインパクトを与えるような取組

につなげていけるように支援する。 

・「生徒の自主的・主体的な学習」に関して，今年度は年間を通じて「バランスの取れた人」「信念のある人」の項目における値が芳しく

なかった。日常の学習活動や生活の中で，このような学習者像に相当すると判断できる場面を積極的に取り上げていくことが効果的で

あると考える。そのためには，教員が日ごろからこれらの学習者像について常に意識しておく必要があるため，次年度の早い段階から，

今年度の調査結果と今後の改善方策について教職員間で情報共有・協議できる場を設け，学校としての取組の方向性を明確にしていく。 

・「概念理解を深める学習活動」に関しては，どのような状況になれば「概念理解が深まった／深まっている」といえるのかについて教

職員研修を行った。次年度についても，今年度同様IB推進チームを中心として継続的に実施する。実践の蓄積を行い，「概念理解を深

める」ということに対する教職員間の理解深化を促すとともに，概念的理解を深めるための「問いの質の向上」に引き続き取組み，深

まった認識をもとに授業実践に活かし，得られた知見を蓄積していく。このサイクルを繰り返し，すべての教科において授業の質的向

上を図る。 

・「地域連携」に関しては，今年度の成果を継承するとともに，インターンシップ，学習成果発表会の規模の拡大を目指す。具体的には

インターンシップ先事業所数を増やしたり，学習成果発表会への招聘者数を増やしたりするなどに取り組み，多様な方面からの学習成

果やフィードバックの蓄積を図る。また、各教科においても，積極的に実社会・実生活と関連する単元を仕組んだり，教材やトピック

を扱ったりすることを促していきたい。SDGs に関しては，生徒への意識づけを促進するとともに，教職員についても節電や節水，ペ

ーパーレスなど，日頃から，身近に取り組めるところから生徒の範となるよう実践する。 

 



（進路指導部） 

・進路LHR計画の練り直しと，２学年に向けての，海外進学を含む進路意識を高める進路行事の企画が必要である。 

・日常生活で用いられる語彙を活用するような学習活動を意図的に計画・実施し，リーディングやライティングの指導の充実を図る。 

・チューター制度を活用して，個々の生徒の学習状況を確認し，個別の支援を行い，学習習慣の確立を目指す。また教員は，課題を計画

的に出すことはもちろんのこと，主体的な学びにつながるような仕掛けを授業等を通して行っていく。 

（生徒支援部） 

・生徒の自治意識育成に向けて，次年度以降は生徒会活動を開始するとともに，委員会や実行委員会での取組，ボランティア活動の充実

を行う。生徒会活動では，課題の改善やよりよい環境づくりに向けての取組を考え実行し，振り返り，改善するというサイクルを通し

て，生徒の主体性を育むなど，生徒会活動の活性化を図る。 

・寮則の意義と，きまりを遵守することについて生徒にしっかり考えさせることを通して，きまりだからやるというのではなく，自発的

に良いマナーが身に付けられるよう支援する。 

・広島県が目指している地場産物の使用についての目標値が 40％以上であることや，本校の調査結果や生徒を対象に実施した食生活ア

ンケート（10 月実施）において挙がった「地域の特産品や島の食材を使用してほしい」という生徒の声等を提示しながら，引き続き

業者との交渉を粘り強く継続していき，県の目標に近づけるよう，食材ルートの拡大を進める。 

（学年） 

・より計画的な学年班長会の取組の実施，また，その取組の実施のための時間確保が課題である。放課後の時間をバランスよく活用しな

がら，生徒の活動時間を確保するとともに，より一層充実した学年班長会を運営することにより，リーダー性の育成や課題解決の力を

高めていく。 

・インダクションウィークにおける学級活動の時間を最大限活用し，次年度を迎えるにあたっては，グループエンカウンター等を通じて

公正・公平な人間関係作りを最優先課題として取り組む。生徒支援部とも共同し，年間を通じた人間関係作りのプログラムを構築する。 
（管理職） 

・分掌主任等のマネジメント力の向上を図り，主任を中心とした組織的な分掌等の業務が遂行される学校体制を構築し実践していかなけ

ればならない。学校衛生委員会を効果的な協議の場とすることや，それを通じて教職員の持つ意識の転換を図り，教職員間での声掛け

などが日常的に行われる学校文化の醸成や働き方に係る意識の醸成を進めていく必要がある。また一方で，個々の教職員が持つ業務量

の平準化など，仕事に対する意欲の向上に繋げる学校体制，仕組みづくりを進めていく必要がある。 

・仕事上における自身のストレス軽減や効率的な業務の遂行，モチベーション向上に繋げる効果的な方策について検討する。組織的な業

務の遂行を進めるとともに，学校行事等の精選などのスクラップ＆ビルドを意識した業務量の見直しを進めることを通じて，教職員が

年次休暇を取得しやすい環境づくりに努める。 

・チューター制度の質的向上など，教職員が個々の生徒と向き合うための十分な時間を確保するとともに，安心安全な学校づくりに取り

組む。また，自身の担当教科や放課後活動などの担当分野の指導などにおいて，生徒と向き合う時間の確保のための仕組みを構築し，

教職員の仕事に対する満足度やモチベーションの向上を図る。 
 
３ 学校関係者評価結果を踏まえた今後の改善方策（学校関係者評価実施後に記入する。） 
・目標の設定が抽象的になっており，適切な評価指標が設定されていない。そのため，適正な評価ができていないのではないかとの指摘

があった。３年後の姿を想定した具体的かつ現実的な目標設定とすることで評価結果の信憑性を向上させるとともに，目標達成した際

の教職員のモチベーション向上に寄与できる計画となるよう見直しを進める。 

・各取組の評価において，前回評価時との比較による分析が多いという指摘を受け，過回比較だけではなく，分析の際に利用できる評価

指標の設定を行う。 

・IB の学習プログラムと学習指導要領の両立について，これまで本校では検討・実践の工夫を重ねてきたところであるが，各教科の授

業においてどれだけそれが実践できているか，また，概念教育の考え方を取り入れ，教科横断的なアプローチやものの見方について授

業の中でどれだけ実践することができたのかなど，すべての教科において授業の一層の質的向上を図るための評価指標の設定を進める。 

さらに，教員研修だけでなく，生徒とも「概念理解を深める」ことの意味を共有し，そのことで，目標に対する適切な評価を行える

よう改善する。 

・授業等における目標設定に加え，課外における取組の目標設定も必要との指摘を受け，本校が全寮制の学校であることの利点を生かす

べく，生徒の寮における有効な時間活用の在り方について検討するとともに取組を実践する。 

・働き方改革に係る学校の取組の推進は本校にとって急務であり，ライフワークバランスを意識した仕事の進め方の理解・定着を進め，

学校文化の構築を行う必要がある。管理職及び主任等のマネジメント力の向上を早急に進めるとともに，業務量の平準化や協働の仕組

みづくりなど，組織としての業務遂行に係る学校体制づくりを行う。 


